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日
本
の
出
生
率
（
合
計
特
殊
出
生
率
＝
一

人
の
女
性
が
、
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の

数
）
は
、
昭
和
四
十
六
年
の
二
・
一
六
人
か

ら
、
平
成
十
五
年
に
は
一
・
二
九
人
と
大
幅

に
低
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
長
期
的
に
人

口
を
維
持
す
る
水
準
で
あ
る
、
二
・
〇
八
人

よ
り
か
な
り
低
く
、
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
、

日
本
の
総
人
口
は
、ま
も
な
く
減
少
し
ま
す
。

　

ま
た
、
可
児
市
の
出
生
率
は
平
成
十
五
年

で
一
・
二
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
市
に
お
い

て
も
少
子
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

 　

少
子
化
の
進
行
は
、
若
年
労
働
者
の
減
少

に
よ
る
社
会
全
体
の
活
力
の
低
下
や
社
会
保

障
に
か
か
る
現
役
世
代
の
負
担
増
な
ど
、
将

来
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

変
わ
っ
て
き
て
い
る
環
境

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
家
庭
の
状
況

は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
核
家
族
化

の
進
行
な
ど
に
よ
る
家
庭
の
教
育
力
の
低

下
、
女
性
の
就
労
の
増
加
に
よ
る
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
の
困
難
、
近
所
付
き
合
い
の

希
薄
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
、

子
育
て
へ
の
心
理
的
、
身
体
的
な
負
担
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

 　

十
五
年
七
月
に
成
立
し
た
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お

け
る
「
子
育
て
機
能
の
再
生
」
を
目
的
と
し

た
行
動
計
画
の
策
定
を
、
自
治
体
や
特
定
事

業
者
に
義
務
付
け
、
強
力
に
推
進
し
て
い
く

も
の
で
す
。
可
児
市
で
は
、
こ
の
法
律
を
受

け
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
子
育
て
家
庭
の

支
援
に
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
少
子

国
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み

進
む
少
子
化

市
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
目

的
と
し
た「
可
児
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

―
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
― 

平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 

１.５ 
（人） 

１.２ 

１.１ 

１.３ 

１.４ 

昭和５５年 昭和６０年 平成２年 

※平成１２年までは国勢調査、平成１６年は人口統計表（４月１日現在） 

平成７年 平成１２年 平成１６年 

１.３４ 
 １.２７ 

１.２１ 

１.３０ 
 

可児市 

県 

国 

１人の女性が一生の間に産む子どもの数（合計特殊出生率） 

可児市の子ども人口の推移 

２５,０００人 

２０,０００人 

１５,０００人 

１０,０００人 

５,０００人 

人 

２,２８５ 

４,８１５ 

６,２３９ 

４,６９９ 

３,６８６ 

７,５６３ 

６,３８９ 

４,６１０ 

４,９４３ 

７,２１７ 

６,８７２ 

４,２８７ 

４,３５１ 

６,４１１ 

５,０１０ 

４,１３４ 

３,９１７ 

５,３２６ 

４,５７３ 

４,５７７ 

３,３５７ 

４,３３３ 

４,８６０ 

４,３３８ 

１.４０ 
１.４２ 

１.３７ １.３８ 
１.３６ １.３５ １.３６ 

１.３３ １.３２ 
１.２９ 

１.２８ 

１５～１７歳 
１０～１４歳 
５～９歳 
０～４歳 
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化
対
策
と
し
て
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
育
成
さ
れ
る
社
会
の
形
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
可
児
市
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
基
本
目
標
を
『
市
民
み
ん
な
で
子

育
て
に
取
り
組
む
ま
ち
「
可
児
」
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
』
と
し
、
計
画
の
期
間
を
二
十

一
年
度
ま
で
の
五
年
間
と
し
ま
し
た
。 

 　

一
方
、
市
役
所
に
お
い
て
は
、
特
定
事
業

主
と
し
て
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
、

育
児
休
業
等
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
地
域
貢
献
活
動
へ

の
参
加
の
提
唱
な
ど
、
市
職
員
に
お
け
る
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 　

計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
市
民
の

子
育
て
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
に
、〇
〜
五
歳
児
の
保
護
者
千
五
百
人
、

小
学
生
の
保
護
者
千
五
百
人
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
低
年
齢
児
保
育
、
延
長
保
育
、

休
日
保
育
、
一
時
保
育
、
病
後
児
保
育
な
ど

市
役
所
も
行
動
計
画
を
策
定

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

保
育
園
で
実
施
す
る
特
別
保
育
や
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
な
子
育
て
の
担
当
が
母
親
で
あ

る
家
庭
が
、
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占

め
、
そ
の
母
親
も
働
き
に
出
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
就
業
形
態
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
子

育
て
家
庭
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

 　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
、
計
画
を
策

定
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ
う
施
策
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
保
育
の
要
望
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
延
長
保
育
の
時
間
拡
大

や
休
日
の
保
育
体
制
の
整
備
を
進
め
、ま
た
、

小
学
校
で
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

と
し
て
行
っ
て
い
る
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間

延
長
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
、
夏
休

み
の
み
の
保
育
も
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
多
く

の
外
国
人
が
居
住
し
て
お
り
、
現
在
も
そ
の

人
口
は
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
初

市
民
の
意
向
を
反
映
し
た
施
策

来
日
の
外
国
籍
児
童
生
徒
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
言
葉
や

文
化
お
よ
び
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い
て
理
解

と
定
着
を
図
る
た
め
、
十
七
年
四
月
に
プ
レ

ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、
児
童
生
徒
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

 　

子
育
て
は
家
庭
や
学
校
や
行
政
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
地
域
で
も
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
各
地
区
で
は
、
地

域
住
民
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
子
ど

も
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
帷

子
地
区
で
は
学
校
や
企
業
の
枠
を
超
え
て
、

地
域
住
民
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ

の
「
か
た
び
ら 
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 
」
で
子
ど
も
た
ち

ユ
ニ
ッ
ク

の
健
全
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
家
庭
の
宝
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
可
児
市
の
将
来
を
担
う
宝
で

も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
各
種
団
体
な
ど
が
協

力
す
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
子
ど
も

と
そ
の
家
庭
に
目
を
向
け
、
市
民
み
ん
な
が

子
育
て
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
み
ん
な
で
子
育
て
を

可児市次世代育成支援行動計画
策定委員会　委員長

浅 倉 恵 一 さん
（中部学院大学人間福祉学部教授）

　可児市に次世代育成支援行動計画が策定されたと

いうことは、可児市に在住する子育て家庭の方々にと

りまして朗報と言えましょう。

　この行動計画は、公募による市民代表の委員の方々

も加わり、数回にわたる会合で夜遅くまで真剣に議論

して策定されたものです。そのまとめ役に当たらせて

いただいた可児市外の委員として、委員の皆さんの計

画策定に対する取り組みの真摯さに、深く敬意を表し

ています。

　子どもは家庭の中で健やかに育てられることが大

切です。同時にその家庭が子どもを健やかに育てるこ

とが出来るような環境を、地域につくることもまた大

切なことです。この「子育て環境つくり」こそが、こ

の行動計画の真意であると思っています。そしてこの

計画で示された内容を、より充実したものにしていく

ためには、また可児市に住む子どもたちの安心できる

居場所を家庭や地域の中につくっていくためには、行

政や子育て機関の力だけでは十分ではありません。市

民みんなが力を合わせて取り組むことが必要である

と思います。
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計画体系 

基本目標 

計画体系 

子どもは次代を担う可児市の宝であり、子どもが健やかに成長することは、可児
市民に共通する願いです。学校、家庭、地域が一緒になって、子どもの健やかな
成長を支える必要があります。 

①学校教育の充実 
②家庭と地域の子育て力の向上と児童健全育成の充実 
③障がい児の早期療育・教育体制の充実 

１．学校・家庭・地域で取り組む子どもの教育と健全育成 

子育てと仕事を両立させるためのさまざまな保育サービスの提供体制を築くこと
が課題であり、また核家族家庭やひとり親家庭などさまざまな家庭が、何らかの子
育てに関する悩みや困り事を抱えており、すべての子育て家庭を対象とし支援に
取り組む必要があります。 

①多様な保育サービスの整備と放課後児童健全育成事
業の充実 
②すべての子育て家庭に対する子育て支援の充実 
③児童虐待防止に向けた取り組みの充実強化と要保護
児童への対応の推進 
④働き方の見直しと男女共同参画の推進 

３．多様化する子育て家庭への福祉支援と就業支援 

子育てには、安全で安心して生活できる環境が強く求められています。安全な生
活環境づくりのさらなる推進を図る必要があります。 

①子育てにやさしいまちづくりの推進 
②交通安全対策の強化 
③防犯対策の強化 

４．安心で安全な生活環境の整備 

さまざまな関係者の連携を強化し、子育て家庭にとって必要な支援が総合的、一
体的に提供される仕組みを構築する必要があります。 

①相談・情報提供機能の充実 
②市の組織、関係機関・団体における連携、協働の推進 
③市民活動の促進 

５．「点」での支援から「線」での支援、そして「面」での支援へ 

主要施策 主要施策 

健診や保健事業は、個々の事業レベルでは改善すべき点がみられ、また、子育て
に関する負担感やさまざまな悩みを抱えた人が多くあります。さらには、食習慣の
乱れや心と身体の健康問題や１０歳代の人工妊娠中絶、性感染症が増大して
いるなどの問題もみられ、母と子の健康確保や食育、思春期保健対策などの一
層の推進を図る必要があります。 

①親と子の健康増進対策の強化 
②次代の親づくりのための健康教
育の充実 
③小児医療体制の強化 

２．親と子の健康づくりの支援 
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エデュース 

◆休日・夜間の医療体制 
◆各種相談 
　○家庭児童相談室、教育研究所、民生委員児童委員、主任 
　　児童委員などで各種相談に対応 

◆児童虐待防止・要保護児童対策 
　○子ども相談センター、小・中学校、警察などとの連携による児 
　　童虐待防止・対応、要保護児童対策 

◆企業への啓発・男女共同参画 
◆安心で安全な生活環境 

◆妊娠期の心身の健康保持と 
　安全な出産 
　○母子健康手帳の交付とミニ 
　　衛生教育 
　○あこがれママ教室 
　○プリパパプリママセミナー 

◆産後直後の子育て家庭支援 
　○産後直後の家事・育児支援 

妊娠・産褥期 

◆親子の心身の健康保持と子どもの健やかな成長 
　○新生児家庭訪問・乳幼児家庭訪問 
　○乳幼児健康診査 
　○離乳食相談 
　○予防接種など 

◆親同士や親子同士の交流や学習 
　○子育て支援センター 
　○保育園・幼稚園の園庭開放 
　○子育てサロン 
　○乳幼児学級など 

◆保育園 
　○低年齢児保育 
　○延長・休日・病後児保育など 

◆その他の子育て家庭支援 
　○ファミリー・サポート・センター 
　○乳幼児医療費助成 
　○乳幼児運動発達相談・ことばと遊び相談 
　○養護訓練センターでの早期療育 
　○障がい児保育 
　○情緒障がい児短期治療施設の効果的な活用 
　○母子家庭等日常生活支援事業（家庭生活支援員による 
　　家事、介護、保育など） 
　○医療費の助成など 

新生児・乳幼児期 

◆学校での教育活動 
　○食育・情報リテラシー教育の推進 
　○地域住民が教育にかかわる機会の確保 
　○不登校児童の学校復帰支援 
　○外国籍児童への支援 
　○交通安全対策・防犯対策の強化 
　○性や性感染症予防教育 
　○喫煙や薬物に関する教育など 
◆学校外での子どもの健全育成 
　○「Ｅduce９」の推進 
　○２１世紀型スポーツ・文化クラブなど 

　○地域活動などへの参加機会の提供 
◆その他子育て家庭支援 
　○教育研究所での各種相談 
　○情緒障がい児短期治療施設の効果的な活用 
　○医療費の助成など 

中学生以上期 

そのほかの取り組み 

◆学校での教育活動 
　○少人数学習・ティームティーチングの推進 
　○食育・情報リテラシー教育の推進 
　○地域住民が教育にかかわる機会の確保 
　○不登校児童の学校復帰支援 
　○外国籍児童への支援 
　○交通安全対策・防犯対策の強化 
　○性や性感染症予防教育 
　○喫煙や薬物に関する教育など 
◆学校外での子どもの健全育成 
　○放課後児童クラブ 

　○「Ｅduce９」の推進 
　○児童センター・公民館などでの体験活動 
　○２１世紀型スポーツ・文化クラブなど 
◆その他の子育て家庭支援 
　○教育研究所での各種相談 
　○家庭教育学級 
　○短期入所生活援助事業（緊急時の宿泊を伴う子どもの預かり） 
　○ファミリー・サポート・センター 
　○情緒障がい児短期治療施設の効果的な活用 
　○母子家庭等日常生活 
　　支援事業（家庭生活 
　　支援員による家事、介 
　　護、保育など） 
　○医療費の助成など 

小学生期 

●問合先　福祉課・こども課 

●主な可児市の子どもと子育て家庭支援施策● 



6広報かに ２００５.６.１ 

　国民健康保険は、一人ひとりが被保険者ですが、加入は世帯ごとになります。そのため、世帯主が
社会保険に加入していても、世帯の中に一人でも国保加入者がいれば、納付書は世帯主あてに届き、
保険税を支払っていただくことになります。 
　保険税は、１年分（４月から翌年３月）を１０回（６月から翌年３月）
に分けて納めます。納付は口座振替も利用できますので、国保年金課の窓
口か市内の金融機関に置いてある依頼書を記入して、金融機関に提出して
ください。翌月末の納期分から振り替えになります。　 
　また、災害など特別な事情により支払いが困難な際には、減免が受けら
れる場合がありますので、気軽にご相談ください。 

●医療分【限度額５３万円】 

4割を占める保険税 

生活にはなくてはならない国民健康保険。保険税の納め忘れや未納のないよう、
健全な運営に協力してください。 

保険税の算出方法は？ 
保険税額は、以下の３つの合計額により、決定します。 
　１．国民健康保険に加入している世帯全員の前年の所得に応じた所得割額 
　２．加入人数に応じた被保険者均等割額 
　３．一世帯に対する世帯別平等割額　　　 
　また、40歳以上65歳未満の加入者は、介護保険にかかる保険料が加算され
ます。算出方法は保険税と同じです。 

　国民健康保険の財源は、国などの補助金のほか、加入者の
皆さんから納めていただく保険税で賄われています。皆さん
から納められる保険税は収入の４割を占め、医療給付費や老
人保健、介護保険の費用の支払いのためには、皆さんの保険
税は欠かすことができません。 

１７年度の納付書は６月中旬に郵送 

平成17年度国民健康保険税の税率 

６.７５％ 
２３,５００円 
２７,０００円 

所得割額（税率） 
被保険者均等割額（１人当たり） 
世帯別平等割額（１世帯当たり） 

●介護分【限度額８万円】 
１.４％ 

６,５００円 
５,２００円 

所得割額（税率） 
被保険者均等割額（１人当たり） 
世帯別平等割額（１世帯当たり） 

40.04％ 
国民健康保険税 

27.8５％ 
国・県からの補助など 

その他 
３２.１１％ 

４０歳以上６５歳 
未満の人は 

＋ 

平成16年分の所得税確定申告書A

拡大 

年間保険税額　Ａ＋Ｂ＝１７１,１００円 

＜計算例＞ 行政太郎（６２歳）　所得　１,３００,０００円 
　　花子（５１歳）　所得なし　　　　　　　  の場合 

●国民健康保険税　【限度額５３万円】 
　〇所得割額 
　　１,３００,０００円－３３０,０００円（基礎控除額）＝９７０,０００円 
　　９７０,０００円×６.７５％＝  ６５,４７５円……………………① 
　〇均等割額 
　　  ２３,５００円× 　２人 ＝  ４７,０００円……………………② 
　〇平等割額 
　　（１世帯当たり）　　 ＝  ２７,０００円……………………③ 
　　  小計　①＋②＋③＝１３９,４００円……………………Ａ※ 

●介護保険料　【限度額８万円】 
　〇所得割額 
　　９７０,０００円×１.４０％＝ １３,５８０円……………………④ 

　〇均等割額 
　　　６,５００円×  ２人  ＝  １３,０００円……………………⑤ 

　〇平等割額 
　　（１世帯当たり）　　 ＝　５,２００円……………………⑥ 
　　小計　④＋⑤＋⑥  ＝  ３１,７００円……………………Ｂ※ 
 

※１００円未満の端数は切り捨て 

●問合先　国保年金課 
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平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

１５

１７

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
２
９
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

６５
者
）
の
保
険
料
額
は
、
市
の
介
護
保

険
の
運
営
に
か
か
る
費
用
の
総
額
の

う
ち
、
第
１
号
被
保
険
者
が
負
担
す

る
割
合
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

〈
表
１
〉

　

ま
た
、
保
険
料
額
は
、
所
得
に
応

じ
た
段
階
で
決
ま
り
ま
す
。
自
分
の

介
護
保
険
料
が
い
く
ら
に
な
る
か

は
、
左
の
〈
表
２
〉
を
参
考
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
保
険
料
の
支
払
い
方
法
〉

　

保
険
料
の
支
払
方
法
は
左
の
〈
表

３
〉
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書

な
ど
は
、６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
の
支
払
方

法
に
つ
い
て
も
、
お
知
ら
せ
や
納
付

書
で
案
内
し
ま
す
。

　
　

歳
か
ら　

歳
の
人
（
第
２
号
被

４０

６４

保
険
者
）
の
保
険
料
額
は
、
国
民
健

康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
、
そ

の
人
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

算
定
方
法
に
基
づ
き
決
め
ら
れ
、
医

療
保
険
の
保
険
料
と
併
せ
て
納
め
ま

す
。

　

介
護
保
険
は
、
国
や
自
治
体
の
負

担
金
と
、　

歳
以
上
の
人
が
納
め
る

４０

保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。〈
表

１
〉

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
が
、
介

護
保
険
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。　

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
備

え
と
し
て
、
ま
た
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
人
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
介
護
保
険
制
度
へ
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

い
き
い
き
長
寿
課

平
成　

年
度
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書
を
、
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

１７

介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
た
段
階
で
決
ま
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
旧
兼
山
町
の
人
も
、
今
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
の
納
付
が
可
児
市
の
制
度
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
ののののののののののののののののののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
ににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををををををををををををををを

介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を

　

歳
以
上
の
人
は

６５

　

歳
か
ら　

歳
の
人
は

４０

６４

財
源
の
半
分
は
保
険
料

普通徴収
（納付書または口座振替）特別徴収（年金天引き）

○老齢（退職）年金が年
額１８万円未満の人

○老齢（退職）年金が年
額１８万円以上の人で以
下に該当する場合
・年度の途中で６５歳に
なった人

・年度の途中で転入した人
・年度初め（４月１日）
の時点で年金を受け
取っていなかった人

老齢（退職）年金が年額
１８万円以上の人

対　
　

象　
　

者

市が送付する納付書で保
険料を納めていただきま
す
※口座振替も利用できま
す。

年金の定期払い（年６回）
の際に介護保険料があら
かじめ差し引かれます
※老齢福祉年金、遺族年金、
障害年金については、差し
引きの対象となりません。

納
付
方
法

６月から翌年３月までの
毎月末が納期限です（年
１０回）。
また、納付書の場合、一
括して納めることもでき
ます

○４、６、８月＝前年度
２月分の保険料額で納
付します（仮徴収）
○１０、１２、２月＝前年の
所得をもとに年間の保
険料を算出し、そこか
ら４、６、８月の保険料
を除いた金額を１０、１２、
２月に振り分けた額を
納付します（本徴収）

納
期
な
ど

保険料額
（年額）割　合対　象　者段階

１７,４００円
基準月額
２,９００円×
１２カ月×０.５

・生活保護を受けて
いる人
・老齢福祉年金を受給
していて、世帯全員が
住民税非課税の人

第１段階

２６,１００円
基準月額
２,９００円×
１２カ月×０.７５

・世帯全員が住民税
非課税の人第２段階

３４,８００円
基準月額
２,９００円×

１２カ月

・世帯の誰かに住民
税が課税されてい
るが、本人は住民
税が非課税の人

第３段階

４３,５００円
基準月額
２,９００円×
１２カ月×１.２５

・本人が住民税課税
で、前年の合計所
得金額が２００万円
未満の人

第４段階

５２,２００円
基準月額
２,９００円×
１２カ月×１.５

・本人が住民税課税
で、前年の合計所
得金額が２００万円
以上の人

第５段階

＜表３＞保険料の支払方法

＜表２＞あなたの介護保険料は？

＜表１＞介護保険の財源

公費 
５０%

保険料 
５０%

国の負担金 
２５%

都道府県の負担金 
１２.５%

市区町村の 
負担金 
１２.５%

６５歳以上の人 
（第１号被保険者） 

の保険料 
１８%

４０歳から６４歳の人 
（第２号被保険者） 

の保険料 
３２%

  うち５%程度が調整交付金 
　　　として高齢者の保険 
　　　　　料格差を是正 
　　　　　　　します 

 



　

今
年
７
月
１
日
で
「
市
民
参
画
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
１
年
が

た
ち
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
」
の
意
識
の

も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
の
協
働
に
よ
っ
て
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
市
内
の
２
地
区
が
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
認
定
を
受
け
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

策
定
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
こ
の
条
例
の
普
及
を
図
る

た
め
に
、
こ
こ
１
年
で
延
べ　

カ
所
に
お
い

３１

て
条
例
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
ま
さ
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
芽
が
吹
き
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
も
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

広
見
東
地
区
で
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道

　

若
葉
台
は
、
市
内
で
も
長
い
歴
史
を
持
つ

団
地
で
す
。
し
か
し
、
年
月
と
共
に
住
環
境

も
変
化
し
住
民
も
高
齢
化
す
る
中
、
こ
の
地

区
の
将
来
に
お
い
て
問
題
意
識
を
持
っ
た
有

志
の
集
ま
り
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在　

人
の
会
員
で
、
安
心
、
安
全
で
住

３８

民
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、

道
路
交
通
部
、
住
環
境
部
、
防
災
部
、
防
犯

部
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
部
の
５
つ
の
部
会
に

分
か
れ
て
、
講
習
会
な
ど
の
学
習
会
が
積
極

的
に
開
か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
画
に
よ
り
ま
ち
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
９
年
か
ら　

年
に

１５

か
け
て
、
地
区
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
広
見

東
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
を
基
本

と
し
、
そ
れ
を
充
実
、
発
展
さ
せ
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は　

人
。環
境
景
観
部
会
、

６４

歴
史
文
化
交
流
部
会
、可
児
川
散
策
道
部
会
、

安
全
推
進
部
会
、
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
審
議

部
会
の
５
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
将
来
に

向
け
て
の
理
想
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
計
画
づ
く
り
と
並
行
し
て
、
防
犯
部

会
で
は
具
体
的
な
活
動
と
し
て
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
の
取
り
組
み
を
こ
の
４
月
か
ら
始
め

ま
し
た
。
今
、
生
活
に
密
着
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

〈平成１６年度説明会実施状況〉
　

自治連絡協議会、桜ケ丘ハイツの

まちづくりを考える会、広見東自

治連合会、可児川駅前美化推進協

議会、自治会長研修会、農業委員

会、愛岐ケ丘自治会、下恵土自治

連合会、川合自治連合会および各

種団体、中恵土自治連合会、今渡

自治連合会および各種団体、松伏

自治会、久々利自治連合会、姫治

自治連合会、平牧自治連合会、春

里自治連合会、坂戸自治会、大森

自治会、今自治会、北姫財産区管

理会、今広商店街青年有志の会、

土田各種団体長、中恵土新田自治

会、桜ケ丘ハイツ自治連合会

※市から、まちづくり条例の説明

に伺います。希望される地区、

団体などは、ご連絡ください。

今年３月に行われた防災講演会の様子

今年５月に行われた協議会の様子

今、動き出そうとしています

今
、こ
こ
が
動
き
出
し
ま
し
た  

若
葉
台
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

広
見
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
施
行
か
ら
１
年 

動
き
始
め
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り 

  
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
施
行
か
ら
１
年 

●問合先　まちづくり推進課



 

　
柿
田
の
可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い

所
に
弁
財
天
様
の
碑
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
同
じ
地
域
の
別
の
場
所
に
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
同
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
い
、
昨
年
９
月
に

現
在
の
場
所
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
碑
は
、「
弁
財
天
」
と
刻
ま
れ
た
四
角
す
い

形
の
自
然
石
の
上
に
、
三
角
す
い
の
石
の
笠
を
か

ぶ
っ
た
奇
妙
な
形
の
高
さ
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
石
造
物
で
、
農
業
神
、
水
神
と
し
て
今

も
な
お
、
こ
の
地
域
で
住
民
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
碑
の
周
り
に
は
堀
が
巡
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
の
弁
財
天
様
は
女
神
で
あ
り
、
容

色
に
大
変
優
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
堀
で
、
慕
い

よ
る
男
た
ち
か
ら
守
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

【場　所】 
東海環状自動車道可児御嵩インターチェンジの南東 
にある八坂神社の南隣 

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、

国
際
化
・
情
報
化
・
少
子
化
・
高
齢

化
な
ど
が
急
速
に
進
み
、
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
る
青
少
年
に
と
っ
て
は
、
物
事

を
理
論
的
に
考
え
る
力
や
自
分
の
主

張
を
正
し
く
伝
え
る
力
、
広
い
視
野
、

柔
軟
な
発
想
力
や
創
造
性
な
ど
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
可
児
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、

青
少
年
た
ち
の
主
張
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
１７
年
度

少
年
の
主
張
可
児
市
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

●
期
日
　
６
月
１１
日
（
土
） 

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

　
恵
土
） 

●
発
表
者
　
市
内
各
中
学
校
の
２
年

　
生
１２
人
（
各
校
代
表
２
人
） 

●
発
表
内
容
　
Ａ
＝
社
会
や
世
界
に

　
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望

　
や
提
案
な
ど
　
Ｂ
＝
家
庭
、
学
校

　
生
活
、
社
会
（
地
域
活
動
）
お
よ

　
び
身
の
回
り
や
友
達
と
の
関
わ
り

　
な
ど
　
Ｃ
＝
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

　
で
報
道
さ
れ
て
い
る
少
年
の
問
題

　
行
動
、
大
人
や
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

　
な
出
来
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
、

　
提
言
な
ど 

●
入
場
料
　
無
料 

※
な
お
、
当
日
は
「
善
行
少
年
」
の

　
表
彰
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
青
少
年
係 

豊作をもたらす弁財天様 

地域活動に参加する西可児中吹奏楽部 
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聞
い
て
下
さ
い 

私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

青
少
年
育
成
だ
よ
り 

１ 



　「植物研究は私のライフワーク」と語る秋松
さんは、今年の4月まで旧兼山町の教育長を務
めていました。 
　教員として子どもたちに理科を教えながら、
地域に生息する植物について研究してきた経験
を生かし、平成8年から『広報かねやま』でさ
まざまな植物を紹介するコーナーの連載を始め
ました。 
　植物の名前の由来や特徴を分かりやすく紹介
したこの連載は町民にも好評で、今年3月の最
終回まで計76回、紹介した植物は242種類に上
ります。 
　「体力づくりも兼ねて、これからも植物散策
を続けたい」と話す秋松さん。現在も植物に関
する講座の講師などで活躍しています。 

〒509-0292　広見一丁目1番地　「こっちむいてパシャッ」係 
　 kouhou@city.kani.gifu.jp（２５０キロバイト～１.５メガバイト程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者の氏名、住所、 
　電話番号、コメントを30文字程度を明記してください。 

かわいいお子さんの写真を受け付けています。 
ぜひご応募ください。 

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●河合正夫 
●中町婦人部 
●園部春夫 
●JU岐阜東濃支部可児ブロック 
●松田金一氏還暦記念コンペ 
●三社中合同邦楽まつり 
　（豊喜勝会、新永会、琴艶会） 

身近な自然をもっと知って 
さん（兼山・72歳） 

９人制ママさんバレーボールのチーム
です。ソフトバレーとは一味違うボール
の感触を味わいませんか。 
●練 習 日　毎週火曜日 
●練習時間　午後７時４５分～ 
●練習場所　蘇南中学校体育館 
●問 合 先　三好さん　1烽４５４１ 

◎今渡クラブ 
会員募集 

●秋松　克美 
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1

新
可
児
市
誕
生
記
念
式
典 

「
心
豊
か
な
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る 

　
住
み
よ
い
ま
ち
・
可
児
」
を
目
指
し
て 

　

５
月
１
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
、
可

児
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
・
市
民
を
含
め

約
８
０
０
人
が
出
席
し
、
新
可
児
市
誕
生
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
と
き
わ
太
鼓
、
兼
山
烏
峰
太
鼓
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
後
、
山
田
可
児
市

長
が
「
今
日
の
日
を
起
点
と
し
て
、
将
来
の

世
代
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

ま
ち
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
総
力
を
結
集
し
て
ま

　

５
月
４
日
、
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ

会
場
で
、
可
児
市
イ
ベ
ン
ト
「
新
生
可
児
市
・

ハ
ッ
ピ
ー
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
フ
ェ
ア
！
」
が
開
催

さ
れ
、
開
幕
以
来
最
高
の
約
三
万
七
千
人
の

入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
雅
は
、
可
児
市
・
兼

山
町
合
併
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕
開
け
。
兼

山
烏
峰
太
鼓
に
続
き
、
武
者
行
列
が
会
場
内

を
練
り
歩
く
と
、
ま
る
で
戦
国
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
。
観
客
か
ら
歓
声
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
花
の
歌
フ
ェ
ス
タ
」
可
児
市
大
会

も
行
わ
れ
、
出
場
者　

組
が
自
慢
の
の
ど
を

１２

披
露
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
福
岡
赤
行
さ
ん
（
下

切
）
が
選
ば
れ
、
６
月　

日
に
同
ホ
ー
ル
で

１０

2

花
フ
ェ
ス
タ
・
可
児
市
イ
ベ
ン
ト 

戦
国
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

行
わ
れ
る
決
勝
大
会
の
可
児
市
大
会
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

　

可
児
市
イ
ベ
ン
ト
は
、
６
月　

日
（
土
）

１１

に
も
行
わ
れ
ま
す
。

兼山烏峰太鼓を披露

ときわ太鼓を披露

さわやかな歌声が出席者を魅了しました

表彰を受けた山田市長（右）と渡辺元兼山町長

優雅な姿にうっとり

勇壮に練り歩く武者行列山田市長から花束を受け取る福岡さん

い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
省
か
ら
合
併
功
労
者
総
務
大

臣
表
彰
が
山
田
可
児
市
長
、
渡
辺
元
兼
山
町

長
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
の
後
、

吉
鷹
奈
津
子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
、
可

児
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
合
唱
が
行
わ
れ
、

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
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４
月
か
ら
、
市
内
で
初
と
な
る
地
域
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
「
か
た
び
ら
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
（
ユ
ニ
ッ
ク
）」
が
、
帷
子
地
区
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
か
た
び
ら
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、野
球
、サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
、
大
人

も
楽
し
め
る
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
。
ま

た
、
文
化
活
動
で
は
茶
道
や
絵
手
紙
、
将
棋

3

か
た
び
ら
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ（
ユ
ニ
ッ
ク
） 

誰
で
も
、い
つ
で
も
、気
軽
に 

な
ど
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
一
緒
に
趣
味
を

広
げ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
と
し
て
、
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
が
、
遊
び
を
通
し
て
仲
間
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
運
動
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
部
門

も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
活
動
は
主
に
土
・
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
お
り
、
加
入
者
数
は
５
２
０
人
ほ
ど
。

大
型
連
休
後
半
の
５
月
７
日
も
、
多
く
の
子

ど
も
や
保
護
者
が
参
加
し
、
皆
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
春

の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
市
内
全
域
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各

地
域
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
区
の
公
園
や

道
路
の
清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
・
中
学
生
た
ち
も
大
人
に
混
ざ
っ
て
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ポ
イ
捨
て
の
無
い
き
れ
い
な
ま

ち
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
花
壇
に
サ
ル
ビ
ア

や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
苗
を
植
え
た
り

種
ま
き
を
し
た
り
し
ま
し
た
。 4

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
 

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
！ 

　

４
月　

日
、
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
目

２６

的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
桜
ケ
丘
ハ
イ
ツ
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
代
表
・
稲
垣
悦
雄
さ
ん
）

が
、
県
警
察
本
部
長
か
ら
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員　

人
に
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

１９

者
証
が
交
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
色
回
転

灯
装
備
車
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
垣
代
表
は「
犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
、

し
っ
か
り
活
動
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
犯
活

動
が
一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

5

青
色
回
転
灯
装
備
車
 

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を 

「キッズプレイ」でゲームを楽しむ子どもたち

真剣な面持ちで将棋に挑戦

一緒に絵を描く親子

みんなで花を植えました（塩河）

可児警察署長から認定証を受け取る稲垣さん
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111

手
づ
く
り
絵
本
大
賞 

原
画
展
・
絵
本
展
を
開
催

　

第
８
回
花
の
ま
ち
可
児
・
手
づ
く
り
絵
本

大
賞
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
絵
本
作
家
・

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
の
原
画
展
と
世
界
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
絵
本
展
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
、
長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
の
講
演

会
も
開
催
し
ま
す
。

原
画
展
・
絵
本
展 

●
期
日　

６
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
日
）

２０

２６

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日

１０

２４

（
金
）
は
午
後
７
時
ま
で
）

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
展
示
内
容　

○
長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
の
原
画

と
絵
本　

○
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
用
品

※　

・　

日
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
の

２５

２６

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

●
入
場
料
（
参
加
費
）　

無
料

講
演
会 

●
期
日　

６
月　

日
（
日
）

２６

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師　

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
（
絵
本
作
家
）

●
入
場
料　

無
料

※
各
公
民
館
・
図
書
館
本
館
・
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
整
理
券
を
配
布
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

催
　
し 

市
教
育
委
員
会 

教
科
用
図
書
を
展
示

　

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成　

年
度
可
茂
地

１７

区
教
科
用
図
書
の
見
本
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
見
本
展
示
会
は
可
茂
地
域

で
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
期
日　

６
月　

日
（
金
）
〜
７
月
１
日

１７

（
金
）　

土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

●
場
所　

総
合
会
館
分
室（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

市
外
の
場
所 

▽
美
濃
加
茂
市
教
育
セ
ン
タ
ー（
美
濃
加
茂

市
蜂
屋
町
・
文
化
の
森
内
）　

▽
加
茂
郡
教

育
研
究
所
（
川
辺
町
下
麻
生
）　

▽
御
嵩
町

教
育
委
員
会
（
御
嵩
町
御
嵩
・
御
嵩
町
役
場

北
庁
舎
）　

▽
可
茂
教
科
書
セ
ン
タ
ー（
美
濃

加
茂
市
御
門
町
・
可
茂
総
合
庁
舎
内
）

●
問
合
先　

可
児
市
教
育
研
究
所

�
�
４
８
４
１

市
文
化
芸
術
振
興
財
団 

可
児
市
音
楽
祭
を
開
催

　

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
市
内
で
活
動

す
る
音
楽
グ
ル
ー
プ
が
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏

を
披
露
す
る
「
可
児
市
音
楽
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

７
月
３
日
（
日
）

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
（
午
後
１
時
開

３０

場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
出
演
団
体　

可
児
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
合
同
バ
ン
ド
、
可
児
市
オ
カ
リ
ナ
同
好

会
、可
児
シ
テ
ィ
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

可
児
市
民
吹
奏
楽
団　

広
陵
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
シ
ン
パ
テ
ィ
コ
バ
ン
ド
、
蘇
南
中

学
校
吹
奏
楽
部
、中
部
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

西
可
児
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
東
可
児
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
姫
コ
ー
ラ
ス
（　

音
順
）

５０

●
ゲ
ス
ト　
「
ジ
ョ
ー
＆
モ
ッ
チ
ー
」
悠
情

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）・
望
月
雄
史
（
ギ
タ
ー
）

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

同
財
団　

�
�
３
３
１
１

 
平
成　

年
成
人
式 

１８

企
画
運
営
委
員
を
募
集

　

市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
平
成　

年
１８

可
児
市
成
人
式
を
１
月
８
日
（
日
）
に
文
化

創
造
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
企

画
・
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
手
で
、
心
に
残
る
成
人
式
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　
　

・　

年
に
成
人
式
を
迎
え
る

１８

１９

人
（
昭
和　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１

６０

６２

日
生
ま
れ
）

●
申
込
締
切　

６
月　

日
（
金
）

２４

●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

募
　
集 

親
と
子
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験 

自
然
に
親
し
も
う

　

市
教
育
委
員
会
と
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
は
、
自
然
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
物
作
り

を
体
験
す
る
「
親
と
子
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験

ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月　

日
（
日
）

２４

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
市
役
所

集
合
・
解
散
）

●
場
所　

東
白
川
村
こ
も
れ
び
の
里

●
内
容　

郷
土
料
理
づ
く
り
（
ほ
お
葉
す

し
）、
森
の
中
で
の
ゲ
ー
ム
、
木
工
体
験
な

ど
●
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
親
子

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

●
申
込
締
切　

７
月
８
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

瀬田幼稚園・６月の園庭開放

「なかよしひろば」を開催
　市立瀬田幼稚園は、園庭開放「なかよしひ
ろば」を毎月第３水曜日に開催しています。
●期日　６月１５日（水）雨天中止
●時間　午前１０時～１１時１５分
●内容　在園児・先生との遊び、読み聞
かせタイム、育児に関する相談
●対象者　入園していない子どもとその
保護者
●問合先　同幼稚園��１３０２
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資
源
活
用
グ
ル
ー
プ 

着
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
！

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
資
源
活
用

グ
ル
ー
プ
」
は
、
着
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
タ
ン
ス
の
奥
に

眠
っ
て
い
る
着
物
や
浴
衣
な
ど
を
再
利
用
し

ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

６
月　

日
、
７
月
２
日
、　

日
の

２５

１６

い
ず
れ
も
土
曜
日
（
全
３
回
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
零
時　

分

１０

３０

●
場
所　

下
恵
土
公
民
館

●
内
容　

着
物
・
浴
衣
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

別
の
物
を
作
る

●
講
師　

長
尾
智
子
さ
ん
（
相
互
扶
助
の
会

「
い
し
ず
え
」）

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
着
物
、
浴
衣
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１５

●
申
込
開
始
日　

６
月
７
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

市
政
見
学
バ
ス 

市
内
を
見
学
し
よ
う

　

市
は
、
市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
す
る
、

市
政
見
学
バ
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

６
月　

日
（
水
）

２２

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

４０

３０

（
午
前
９
時　

分
集
合
）

３０

●
集
合
場
所　

中
恵
土
公
民
館

●
対
象
者　

一
般
成
人
（
乳
幼
児
は
同
伴
で

き
ま
せ
ん
）

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３５

●
コ
ー
ス　

兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
名
城

大
学
都
市
情
報
学
部
↓
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
↓
わ
く
わ
く
体
験
館

※
昼
食
は
名
城
大
学
学
生
食
堂
で
各
自
。

●
申
込
締
切　

６
月　

日
（
月
）

１３

●
申
込
・
問
合
先　

市
政
情
報
課

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

い
き
い
き
教
室
を
開
催

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
管
理
栄
養

士
を
招
い
て
「
長
寿
の
秘
訣
は
食
事
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
、
い
き
い
き
教
室
調
理
編
（
介

護
予
防
教
室
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月
８
日
（
金
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時　

分

１０

３０

●
場
所　

平
牧
公
民
館

●
対
象
者　

市
内
に
住
む
お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
人

●
定
員　
　

人
２５

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
拭

き
※
必
ず
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

花
ト
ピ
ア
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
�
�
０
１
６
１

生
き
活
き
創
年
ゼ
ミ
第
３
期 

心
豊
か
で
充
実
し
た
人
生
を

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
生
涯
学
習
か
に
」
は
、
中

高
年
を
対
象
に
「
生
き
活
き
創
年
ゼ
ミ
（　
１０

回
連
続
講
座
）」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
ほ
か

●
対
象
者　

連
続
し
て
受
講
で
き
る
人
（
た

だ
し
、公
開
講
座
は
１
回
ご
と
の
参
加
可
）

●
定
員　

○　

回
連
続
＝　

人　

○
公
開
講

１０

４５

座
＝
各　

人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

２０

●
受
講
料　

○　

回
連
続
＝
３
０
０
０
円

１０

　
（
バ
ス
小
旅
行
は
、
別
途
実
費
が
必
要
）

　

○
公
開
講
座
＝
１
回
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

兼
山
振
興
事
務
所
、
各
公
民

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
（
�
�
６
１
７
６
）

で
送
る

●
申
込
締
切　

６
月　

日
（
月
）

２０

●
問
合
先　

生
涯
学
習
か
に
の
菅
原
さ
ん
�

�
６
１
７
６
、
ま
た
は
山
本
さ
ん
�
０
９

０
（
７
９
１
３
）
５
３
５
８

春の叙勲 　さまざまな分野で長年活躍さ
れた人に贈られた春の叙勲。市

内からは、お一人が受章されました。おめでとう
ございます。

瑞宝双光章　　
〈人権擁護功労〉

人権擁護委員　

� 木 嘉 彦 さん
（羽崎・７０歳）

　危険業務従事者叙
勲は、警察官、自衛官

など著しく危険性の高い業務に励んだ人を表彰
する叙勲です。市内からは、お一人が受章されま
した。おめでとうございます。

瑞宝単光章　　
〈警察功労〉

元岐阜県警警部補

佐 橋 佐 市 さん
（土田・７７歳）

危険業務従事者叙勲

公開内　　　容期　　日回

○講演「市民が主役の生涯学習まちづくり」６月２８日�１

○健康「熟年者の健康～性と心」７月１１日�２

歴史探訪「兼山を訪ねる」８月８日�３

バス小旅行「東濃のまちづくり
（岩村・大正村）」９月１２日�４

○文学「川柳入門」１０月１０日�５

○宗教哲学「心を育てる人間関係」１０月２４日�６

○経済学「私たちの暮らしと経済」１１月１４日�７

○音楽「フルート＆ピアノコンサート」１２月１７日�８

○地域学「ふるさとの自然」１月１６日�９

○生涯学習「輝いて生きる～生涯学習」２月１３日�１０
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
体
育
連
盟
は
、
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利

用
す
る
た
め
の
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　
　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日
時　

６
月　

日
（
金
）
午
前

１０

８
時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
、
受
け
付
け
を
済

１０

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局
�
�
８
６
０
０

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ 

チ
ー
ム
で
安
全
運
転
を

　

可
児
警
察
署
・
可
児
地
区
交
通
安
全
協
会
・

可
児
安
全
運
転
管
理
部
会
は
、
職
場
や
地
域

な
ど
の
仲
間
に
よ
る
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン

テ
ス
ト
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

●
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
日　

７
月
１
日
〜　

月
１２

　

日
ま
で
の
６
カ
月

３１
●
参
加
資
格　

普
通
免
許
を
有
し
て
い
る

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
以
外
の
人（
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
参
加
チ
ー
ム　

１
チ
ー
ム
５
人

●
募
集
数　
　

チ
ー
ム
（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

可
児
警
察
署
に
あ
る
申
込
用

紙
を
提
出
す
る
か
郵
送
（
〒
５
０
９
‐
０

２
０
２
中
恵
土
２
３
１
３
‐
２
）
す
る

●
申
込
締
切　

６
月　

日
（
月
）

２０

●
表
彰　

選
手
５
人
の
無
事
故
・
無
違
反
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に
、達
成
賞
を
進
呈（
１

年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
の
人
に
、
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
を
進
呈
）

●
申
込
・
問
合
先　

可
児
警
察
署

�
�
０
１
１
０

 
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

立
候
補
関
係
者
説
明
会
を
開
催

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
７
月　

日
（
日
）

１０

に
行
う
予
定
の
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

立
候
補
関
係
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

６
月　

日
（
木
）

２３

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

案
　
内 

●
内
容　

立
候
補
の
手
続
き
な
ど

※
当
日
の
出
席
者
は
会
場
の
都
合
上
、
各
立

候
補
予
定
者
ご
と
に
３
人
ま
で
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
）

金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ 

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

　

市
は
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

昭
和　

年
中
に
結
婚
し
た
夫
婦

３０

●
申
込
方
法　

い
き
い
き
長
寿
課
お
よ
び
兼

山
振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
む

●
申
込
締
切　

６
月　

日
（
金
）

２４

●
申
込
・
問
合
先　

い
き
い
き
長
寿
課

勤
労
者
生
活
資
金
融
資 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
は
市
内
に
住
む
勤
労
者
に
、
生
活
に
必

要
な
資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

人　

○
市
内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る　
２０

歳
以
上
の
人　

○
同
一
の
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
し
、
引
き
続
き
勤
務
し
よ
う
と

す
る
人　

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
金
融
機
関
の
基
準
に
適
合
す
る
人

●
資
金
の
用
途　

教
育
費
、
医
療
費
、
冠
婚

葬
祭
費
な
ど

●
融
資
金
額　

１
世
帯
１
０
０
万
円
以
内

●
融
資
利
率　

年
２
・　

％（
保
証
料
は
別
途

４３

必
要
）

●
融
資
期
間　

４
年
以
内

●
返
済
方
法　

元
利
均
等
月
賦
償
還

●
相
談
・
申
込
先　

東
海
労
働
金
庫　

美
濃

加
茂
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

�
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
�
２
８
６
０

●
問
合
先　

商
工
観
光
課 

（
財
）　

世
紀
職
業
財
団 

２１

再
就
職
希
望
登
録
に
つ
い
て

　
（
財
）　

世
紀
職
業
財
団
は
、
妊
娠
、
出

２１

産
、
育
児
ま
た
は
介
護
の
た
め
に
退
職
し
た

け
れ
ど
も
、将
来
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

再
就
職
を
希
望
す
る
方
の
登
録
事
業
（
再
就

職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

登
録
し
た
人
は
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、

再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌
の
送
付
、

個
別
相
談
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）

●
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

　

分
３０

●
問
合
先　

同
財
団
岐
阜
事
務
所

�
０
５
８
（
２
６
６
）
５
０
３
３

期　

日

７
月
４
日
（
月
）

　
　

９
日
（
土
）

　
　
　

日
（
木
）

１４

　
　
　

日
（
土
）

１６

　
　
　

日
（
水
）

２７

時　

間

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
支
援
サ
ー
ビ
ス 

視
覚
弱
者
に
対
応

　

市
は
、
高
齢
者
や
視
覚
に
障
害
が
あ
る
人

な
ど
が
、
気
軽
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で

き
る
よ
う
「
可
児
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
支

援
サ
ー
ビ
ス
」の
試
験
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
文

字
を
大
き
く
表
示
し
た
り
、読
み
上
げ
た
り
、

配
色
を
見
や
す
い
色
に
変
更
し
た
り
で
き
る

も
の
で
す
。

　

利
用
方
法
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp：

//w
w
w
.city.ka

n
ii.g
ifu
.jp
/

）
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
同
サ
ー
ビ
ス
の
起
動

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
後
、
画
面
に
表
示

さ
れ
る
案
内
に
沿
っ
て
操
作
す
る
だ
け
で

す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
で
き
る
の
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
み
で
す
。
リ
ン
ク
集
に
あ
る
市
関
連
団

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
利
用
で
き
な
い

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の

条
件
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
開
始
日　

６
月
１
日
（
水
）

●
問
合
先　

市
政
情
報
課

男
女
共
同
参
画
・
交
流
サ
ロ
ン 

見
直
そ
う　

あ
な
た
の
保
険

　

定
期
・
終
身
・
医
療
な
ど
保
険
の
種
類
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
自
分
に

あ
っ
た
保
険
が
何
な
の
か
、
分
か
ら
な
い
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
保
険

の
種
類
、証
券
の
見
方
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

保
険
を
見
直
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

６
月　

日
（
土
）

１１

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）　

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

犬
の
登
録
・
注
射
事
務 

連
絡
所
で
も
受
け
付
け

　

犬
の
登
録
・
注
射
済
票
交
付
な
ど
の
受
け

付
け
事
務
が
、
連
絡
所
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
交
付
申
請
用
紙
を
連
絡
所
に
置

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
新
規
登
録
に
は
、
手
数
料
（
一
頭
当
た
り
）

３
０
０
０
円
が
必
要

○
注
射
済
票
交
付
に
は
、
手
数
料
５
５
０
円

が
必
要
。
集
合
注
射
案
内
は
が
き
・
注
射

済
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

○
変
更
（
他
市
町
村
か
ら
の
転
入
・
所
有
者

変
更
・
市
内
転
居
）
の
場
合
は
、
犬
の
登

録
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
転
入
は
、
前

住
所
地
へ
問
い
合
わ
せ
ま
す
の
で
、
少
し

時
間
が
か
か
り
ま
す

※
登
録
証
、
注
射
済
票
と
も
に
後
日
自
宅
へ

郵
送
し
ま
す
。

●
問
合
先　

環
境
課

３次試験２次試験１次試験受付期間受　験　資　格
採用
予定
人員

試験区分

●期日
　９月下旬予定
●場所
　未定
●試験内容
　個別面接試験

●期日
　８月下旬予定
●場所
　未定
●試験内容
　集団討論試験
および適性検
査

●期日　７月２４日（日）
●場所　総合会館（市
役所向かい）

●試験内容　択一式に
よる教養試験

　小論文試験（※）６／１（水）

～

６／２４（金）

大学卒業程度の学力を有
し、昭和５４年４月２日から
昭和５９年４月１日までに
生まれた人

５人上級一般
事 務 職

●期日　７月２４日（日）
●場所　総合会館
●試験内容　択一式に
よる教養試験および
専門試験

大学卒業程度の学力を有
し、昭和５４年４月２日から
昭和５９年４月１日までに
生まれた人で、土木に関す
る専門課程を卒業又は平
成１８年３月３１日までに卒
業見込みの人

１人上級土木
技 術 職

※上級一般事務職の小論文試験は、１次試験と同一の日に実施しますが、教養試験による１次試験合格者のみを採点
の対象とし、得点は２次試験の結果に反映します。

●申込方法　秘書課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、上表の受付期間内（土・日曜日を除く）の午前８時３０
分から午後５時までに、同課へ申し込む。郵送の場合は受付期間内に必着。

●問合先　秘書課

市は、平成１８年度の新規採用職員を次のように募集します。
受験資格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確認してください。

市の職員を募集　～活気あるまちづくりにあなたの力を～
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児
童
手
当 

現
況
届
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

市
で
は
現
在
、
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
特
例
給
付
を
受
け

て
い
る
人
を
対
象
に
、
現
況
届
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
受
給
者
は
、
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
送
付

し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
受
付
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜　

日（
木
）

３０

土
・
日
曜
日
を
除
く

●
受
付
場
所　

こ
ど
も
課

●
必
要
書
類　

現
況
届
（
現
在
の
受
給
者
に

は
５
月
末
に
送
付
）、
印
鑑
、
年
金
加
入

証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
証
の
写
し
と
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
物
（
国
民
年
金
ま

た
は
年
金
未
加
入
者
は
除
く
）

●
問
合
先　

こ
ど
も
課

夏
休
み
留
守
家
庭
児
童
保
育 

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

　

市
内
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
夏

休
み
期
間
中
に
留
守
家
庭
児
童
保
育
を
行
い

ま
す
。

　

対
象
者
に
当
て
は
ま
り
、
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

７
月　

日（
水
）〜
８
月　

日（
水
）

２０

３１

た
だ
し
、
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
休

館
日
（
毎
週
日
曜
日
と
８
月
１
日
、
８
月

　

日
）
を
除
く

１５

●
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
対
象
者　

保
護
者
が
昼
間
仕
事
で
不
在
に

な
り
、
適
切
な
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
小

学
１
〜
３
年
生
の
児
童
（
現
在
、
児
童
ク

ラ
ブ
に
入
室
し
て
い
る
児
童
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

●
申
込
期
間　

６
月　

日（
月
）〜　

日（
木
）

１３

３０

※
昼
食
・
送
迎
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
審

査
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

こ
ど
も
課
、
ま
た
は
各

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー（
広
見
�
�
３

３
４
０
・
帷
子
�
�
７
１
１
１
・
桜
ケ
丘

�
�
４
０
０
１
・
兼
山
�
�
２
１
１
３
）

民
生
児
童
委
員 

子
育
て
サ
ロ
ン
を
始
め
ま
し
た

　

民
生
児
童
委
員
に
よ
る「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
な
い
集
ま
り
で
、非
会
員
制
で
す
。

　

い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
場

な
の
で
、
子
育
て
で
悩
み
な
ど
の
あ
る
皆
さ

ん
は
、
ぜ
ひ
子
育
て
サ
ロ
ン
で
気
分
転
換
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

帷
子
児
童
セ
ン
タ
ー 

▽
開
催
日　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
場
所　

帷
子
児
童
セ
ン
タ
ー
、
や
す
ら
ぎ

の
森
（
東
帷
子
）　

　

※
６
月　

日
（
月
）
か
ら
開
催
し
ま
す
。

２０

桜
ケ
丘
児
童
セ
ン
タ
ー 

▽
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

▽
場
所　

桜
ケ
丘
児
童
セ
ン
タ
ー

※
６
月
９
日
（
木
）
は
、
歌
と
バ
イ
オ
リ
ン

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
問
合
先　

こ
ど
も
課
、
ま
た
は
各
児
童
セ

ン
タ
ー
（
帷
子
�
�
７
１
１
１
・
桜
ケ
丘

�
�
４
０
０
１
）

胃
が
ん
検
診
申
込
者（　

歳
以
上
）へ 

７０

再
調
査
の
お
願
い

　

平
成　

年
度
健
康
診
査
家
族
調
査
票
で
の

１７

胃
が
ん
検
診
申
込
者
（　

歳
以
上
の
人
）
に

７０

対
し
、
高
齢
者
に
多
い
バ
リ
ウ
ム
の
排
出
困

難
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
申
し
込
み
の
再
確
認

を
行
い
ま
す
。
よ
り
安
全
に
胃
が
ん
検
診
を

受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
調
査
方
法　
　

歳
以
上
胃
が
ん
検
診
申
込

７０

者
に
、
市
か
ら
文
書
を
送
付
。
返
信
用
は

が
き
で
、
６
月
末
日
ま
で
に
返
送
し
て
く

だ
さ
い

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

 
不
用
品
紙
上
交
換 

●
ゆ
ず
り
ま
す　

保
育
士
を
目
指
す
人
向
け

の
図
書
（
幼
児
教
育
関
係
・
音
楽
関
係
）

多
数
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
新

品
（
セ
ッ
ト
品
）
を
取
り
に
来
ら
れ
る
人

に
無
料
で
。
そ
れ
ぞ
れ
で
も
可
。（
重
田
さ

ん
�
�
３
５
９
５
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
資
源
を
大
切
に
す
る

運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

商
工
観
光
課

ゆ
ず
り
ま
す 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収集地区

２２（水）２９（水）
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

２３（木）３０（木）今渡・土田

２０（月）１３（月）菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

３０（木）２３（木）東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２９（水）１５（水）
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２１（火）１４（火）
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１７（金）１０（金）
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２４（金）１７（金）
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

６月のごみ・リサイクル資源収集日
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あこがれママ教室
　● 期日　３課＝６月１７日（金）　　● 受
付時間　９時２０分～９時３０分　　● 場
所　保健センター　　● 内容　臨月か
らお産、乳房の手当て

ポリオ
　● 期日と場所　　○ ６月１７日（金）＝
姫治公民館　　○ ６月２４日（金）＝下
恵土公民館　　● 受付時間　２時～２
時３０分　　● 対象者　投与日を基準と
して、生後３カ月から９０カ月までの
乳幼児で、未投与者と１回投与済者
※生後３カ月を過ぎたら、できるだ
け早く投与を受けてください。また
２回目投与は、１回目との間隔を６
週間以上空けてください。

３歳児健康診査
　● 期日　６月２０日（月）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１４年５月１６日～３１
日生まれ

母子健康手帳交付
　● 期日　毎週金曜日　　● 受付時間
９時１５分～９時３０分　　● 場所　保健
センター

離乳食モグモグ教室
　● 期日　６月２９日（水）　　● 受付時間
９時４５分～１０時　　● 場所　総合会館
（市役所向かい）　　● 対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　　● 持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　　● 申
込締切　６月２２日（水）　　● 申込先
健康増進課

元気はつらつ講話
　● 期日　６月２３日（木）　　● 時間　１０
時～１０時４０分　　● 場所　可児川苑
（坂戸）　　● 内容　食事の話「おいし
いものを楽しく食べよう！」

BCG
　● 期日　６月２３日（木）　　● 受付時間
１時３０分～１時５０分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１７年３月１日
～１５日生まれ　※ＢＣＧの前後４週
間は他の予防接種を受けないでくだ
さい。

３種・２種混合（初回・追加）
　● 期日と場所　　○ ６月１４日（火）＝
今渡公民館　　○ ６月２０日（月）＝久々
利公民館　　● 受付時間　２時～２時
３０分　　● 対象者　生後３カ月以上９０
カ月未満　　○ ３種＝百日ぜきにか
かったことのない子（３～８週間の
間隔で３回接種）　　○ ２種＝百日ぜ
きにかかったことのある子（４～６
週間の間隔で２回接種）　※初回終
了後１年～１年半の間隔で追加接種
を受けてください。接種前には必ず
お子さんの体温を測ってください。

献血
　● 期日　６月２１日（火）　　● 受付時間
１０時～１時、２時～４時　　● 場所
ヨシヅヤ可児店（下恵土）

乳児健康診査
　● 期日　６月２１日（火）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 対象者　１７年２
月１日～１５日生まれ　　● 場所　保健
センター

離乳食相談
　● 期日　６月２１日（火）　　● 受付時間
２時～２時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　離乳期の乳児を持
つ人

生涯楽習相談
　● 期日と場所　　○ ６月１２日（日）＝
文化創造センター（下恵土）　　○ ６月
２０日（月）＝市役所１階相談室　　● 時
間　１時～４時　※子どもボラン
ティア相談も受け付けます。　　● 問
合先　生涯学習課

発達と教育の相談会
　● 期日　６月１５日（水）　　● 時間　１
時３０分～３時３０分　　● 場所　総合会
館分室（ＪＲ可児駅西）　　● 申込方法
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　　● 問
合先　同研究所　��４８４１

国税の出張相談
　● 期日　６月２３日（木）　　● 時間　１０
時～３時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　税務課

住宅（建築）相談
　● 期日　６月１７日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　※耐震、住宅性能表示制度、保
証制度などの相談も受け付けます。
　● 問合先　建築指導課

心配ごと相談
　● 期日　毎週火曜日　　● 時間　１時
～４時　　● 場所　福祉センター（今
渡）　　● 問合先　市社会福祉協議会
��１５５５

法律相談
　● 期日　６月２１日（火）　　● 受付時間
１時～２時　　● 場所　福祉センター
　● 問合先　まちづくり推進課

ことば・発達相談
　● 日時　平日の３時３０分～４時３０分に
電話で受け付け、予約　　● 場所　養
護訓練センター（可児警察署西） 　● 申
込・問合先  同センター  ��０２５５

　乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意
しています。番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　● 問合先　健康増進課

資源集団回収にご協力を

６月２６日（日）期　　日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレー、発泡
スチロール、紙類（新聞と広告
は別にする）

回収品目

午前９時～１１時の間に総合会
館分室駐車場（ＪＲ可児駅
西）へ

収集時間
場　　所

●市県民税 1期

●国民健康保険税
介護保険料 1期

6月の税金 

※6月30日までに納めましょう。

おわび
　広報かに３月１５日号に折り込み
しました「けんこうだより４月～
６月」の表紙で、成人健康相談の
実施日（表）「６月１３日（月）」と
あるのは、「６月６日（月）」の誤
りです。おわびして訂正します。
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矢戸横市薬師如来坐像（可児市史より） 

【作り方】 
①マンゴーは皮をむき種を取り、半分はピューレ状、残りの半分は、
１～1.5cm角に切り、それぞれにレモン汁をかける。 
②水にグラニュー糖を入れて火にかけ沸騰寸前で火を止め、水でふ
やかしたゼラチンを入れ溶かす。 
③②をこして氷水をあてながらあら熱を取る。８分立てにした生クリ
ーム、コンデンスミルクを加え、とろみがついたらマンゴーを全部
入れて混ぜ、カップに入れて冷やす。 
④トッピング。生クリームにグラニュー糖を入れて８分立てに泡立て
る。 
⑤ゴマのチュイール。薄力粉はふるい、バターは溶かしてグラニュ
ー糖を加える。薄力粉とゴマも加えゴムべらで混ぜ合わせ、オー
ブンシートの上でスプーン１杯すくって、指で軽く押さえる。180
℃に予熱しておいたオーブンで５～８分焼く。 
⑥固まったマンゴープリンの上に④をのせ、その上にチュイールを
飾る 

　地球の平均気温が少しずつ上がってきています。
これを地球温暖化といいますが、その原因となる
のが二酸化炭素などの温室効果ガスです。二酸化
炭素は、エネルギーを使うために石油や石炭など
を燃やすと発生するので、エネルギーを節約すれば、
温暖化を防ぐことができます。 
　皆さんの家庭からはどのくらい二酸化炭素が出
ているのでしょうか。環境課では、１カ月の排出
量を調べることができる冊子を配布しています。
温暖化を防ぐため、排出量を減らす省エネ生活を
始めましょう。 

●冊子配布場所　環境課窓口 

「地球温暖化ってなあに」展開催 
６月９日（木）まで　市役所ロビー 
６月11日（土）～29日（水）図書館本館 

●問合先　環境課 

【材料（４人分）】 
マンゴープリン＝マンゴー（果肉３個分）300g／ゼラチン５g／水
50g／グラニュー糖30g／コンデンスミルク20g／生クリーム
100cc／レモン汁20cc　トッピング＝生クリーム100cc／グラ
ニュー糖10g　ゴマのチュイール＝薄力粉35g／黒ごま25g／白
ごま25g／無塩バター50g／グラニュー糖75g

プリンの柔らかさとチュイールのサクサク感が同時に味

わえる、夏向きな飲茶でも人気の冷たいデザートです。 

温暖化から地球を守ろう 

環 境 に
やさしい
生活術32

　平成15年度の市史編
さん室の調査において、
一つの発見がありまし
た。矢戸の横市弘法堂
に安置されていた薬師
如来像が平安時代の作
品であることが判明し
たのです。 
　薬師如来は左手に薬
壺を持つ仏で、いわば
仏界のお医者さんとも
いえる存在です。病気
を治す仏として広く信
仰されました。 
　横市の薬師如来像は、一本の木から彫出される「一
木造り」という技法で造られており、また豊かな肉体
表現からも平安時代後期の作例を考えられます。 
　はるかな昔から、地元の人々によって大切にされて
きたこの薬師如来は、新たに市の文化財に指定され、
現在は可児郷土歴史館で一般に公開されています。 
　可児市の文化財の詳細は可児市史第一巻をご参照く
ださい。 

●連絡先　市史編さん室 
 （総合会館分室東棟・ＪＲ可児駅西）1�４６０１ 

「マンゴープリン」 

食生活改善推進協議会がお届けする 

その19



21 広報かに ２００５.６.１ 

「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！ 

　腹立だしいのが、身体障害者用の駐

車スペースに、見るからに健常者と見

受けられる人が、車を停めているところ

を見掛けたときです。悪びれることなく、

当たり前のように停めていく。そんな

大人が結構います。 

　駐車スペースを守らない、ゴミを道

路などに捨てていく。そんな勝手な大

人たちの姿は、子どもにどう映っている

のでしょうか。 

　子どもは大人社会の鏡と言われてい

ます。まずは大人たちが、自分の姿を見

直さないと、子どもたちの健全な育成は、

望めないと思います。　　　　　　（河） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳・点訳されています。音
訳版または点訳版の広報を希望す
る人は、市政情報課にご連絡ください。 

編集後記 M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 ●FMでんでん 
午前9時～9時15分 
午後3時45分～4時（再放送） 

土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更する 
　ことがあります。 

　６月から新シリーズ「きて！みて！アーラ」が始ま
ります。今回はその予告と、文化創造センターの
施設概要などを紹介します。 
★シリーズ：学校めぐり 

6／4（土）～10（金） 

●始まります、「きて！みて！アーラ」 

　兼山の古城山に今も残る金山城跡。当時の様
子を想像しながら、緑いっぱいの中を散策してみ
ましょう。 
★シリーズ：きて！みて！アーラ 

6／11（土）～17（金） 

●金山城跡へ行こう 

　６月１２日に閉幕する花フェスタ２００５ぎふを振り
返るとともに、６月１１日の可児市主催イベントの
様子をお伝えします。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

6／18（土）～24（金） 

●ありがとう！花フェスタ２００５ぎふ 

　青少年犯罪が大きな社会問題として取り上げ
られる一方で、立派な志を抱いた多くの若者たち
もいます。 
★シリーズ：図書館だより 

6／25（土）～7／1（金） 

●うるおいライフ 

●「20年　進化する図書館へ！」展 
　６月８日（水）まで（本館） 

●「地球温暖化ってなあに」展 
　６月１１日（土）～６月２９日（水）（本館） 

●「優美な『パンの花と革工芸』」展 
　６月２３日（木）まで（帷子分館） 

●「あたたかな、ぬくもりのある陶芸」展 
　６月２３日（木）まで（桜ケ丘分館） 

『青に捧げる悪夢』恩田陸／著（角川書店） 

『人生ベストテン』角田光代／著（講談社） 

『十津川警部「生命」』上下 

　西村京太郎／著（有楽出版社） 

『月に繭地には果実』福井晴敏／著（幻冬舎） 

『象の消滅』村上春樹／著（新潮社） 

『半島を出よ』上下　村上龍／著（幻冬舎） 

『蜂起』森巣博／著（金曜日） 

『いつか、一緒にパリに行こう』 

　辻仁成／著（光文社） 

『ガンに生かされて』飯島夏樹／著（新潮社） 

『パンプルムース！』 

　江國香織／文　いわさきちひろ／絵（講談社） 

【日時と場所】 
〇本館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4土曜日
午前11時～（幼児向け） 
〇帷子分館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4木
曜日午前10時30分～（幼児向け） 
〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前10時30分～ 
【内　容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など 
※6月18日（土）は本館で工作があります。 

図書館だより 
本　　　館　1烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後7時） 
　　　　　　（土・日 曜　午前10時～午後5時） 
帷 子 分 館　1烽8530 
桜ケ丘分館　1焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

かにっ子タイム 

新しく入った本 

休館日 
６月６日（月）、13日（月）、20日（月）、24日（金） 
　 27日（月）、７月４日（月） 
※６月24日（金）は館内整理日です。 

KANI city インフォメーション 

● 6／14（火） 
可児川苑 
日本ランド公民館 
ふれあいセンター長坂 
帷子小学校 

● 6／15（水） 
柿下公民館 
緑ケ丘二丁目バス停 
広見東連絡所 
東明小学校 

● 6／17（金） 
奥山台あすなろ公園 
松伏団地 
旭小学校 

● 6／21（火） 
みずきケ丘三丁目公園 
今公民館 
清水ケ丘集会所 
南帷子小学校 

● 6／22（水） 
福寿苑 
大平公民館 
広見小学校 
しらさぎ団地 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・1：30～2：00 

・・・・・・・・・・・2：10～2：30 
・・・・・・2：50～3：30 

・・・・・・・・・・・・・・・・3：40～4：30 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・1：30～2：00 
・・・・・・・・2：10～2：50 

・・・・・・・・・・・・・・3：05～3：30 
・・・・・・・・・・・・・・・・3：45～4：30 

 
・・・・・・・・1：30～2：05 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2：20～2：50 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・3：10～4：30 

 
・・・・・・1：30～2：00 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2：10～2：40 
・・・・・・・・・・・・2：55～3：30 
・・・・・・・・・・・・・3：45～4：30 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1：30～2：00 
・・・・・・・・・・・・・・・・2：15～2：45 
・・・・・・・・・・・・・・・・3：05～3：50 
・・・・・・・・・・・・・・4：05～4：30 

 



　梅雨の長雨の中、平然と咲くアジサイ。雨で潤っ
た花びらが、いつもより色濃く目に映ります。鮮や
かさが憂鬱な気分を一掃してくれます。 

（可児市役所北・ふるさと川公園） 

　花フェスタ２００５ぎふが開幕してはや３カ月。１０８日間
の会期も余すところあとわずかになりました。その間、
季節は初春から夏へと変わり、今まさにバラの季節の到
来です。 
　１４のテーマを持つ「バラのテーマガーデン」や世界
のバラ園では、世界一を誇る７,０００品種以上のバラが、
この季節を待ちわびたかのように、一斉に花を咲かせて
います。会場を訪れた人たちは皆、色とりどりのバラが
繰り広げるファンタジーの世界にうっとり。 
　この一大イベントが終わっても、「可児市にある世界
一のバラ園」は、日本中はもとより世界中の人たちに向
けたバラの情報発信の基地として、注目を浴びることで
しょう。 
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バラのファンタジー 

雨に潤う
アジサイ

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 


